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0 人事 院規則（ 初任給調整手当）の一部を改正する規則（人事院 9 - 34) 
o 人事 院規則（現行の法律， 命令及び規則の廃止） の一部を改正する規則（人事院 1 - 4 ) 
0 人事院規則（俸給の調繋額） の一部を改正する規則J （同9 6 ) 
0 人事院規則J（ 初任給， 昇格， 昇給等の基準） の一部を改正する規則（同9 - 8) 
0 人事 院規則（通勤手当） の一部を改正する規則（同9 - 24) 
。 人事 院規則（ 初任給調整手当） の一部を改正する規則（同9 - 34) 
0 人事院規則（教職調整額の支給方 法等） の一部を改正する規則（同9 -57) 
0人事院規則（最高号俸等を受ける職員の俸給の切替え） の制定（同9 -75) 
0人事院規則（昭和56年改正法附則の実施） の制定（阿9 -76) 
0 人事 院規則（職員の災害補償） の一部を改正する規則J（同16- 0 )  
0 人事 院規則（宿日直手当） の一部を改正する規則（同 9 � 15 ) 






























































人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職
t采 用 56. 12. l 横 井 l青
II 市 村 憲
II 月IJ 回 豊 信
If 北 上 員 二
If 竹 本 1告
If i南 保 民智子
昇 任 56. 12. 1 樋 ロ 哲 助教授（教育学部）
II 菊 回 健 作 講師（経済学部）
If 佐 藤 文 隆 If 
II 正 亀 芳 1、旦盛2 If 
II 後 藤 康 夫 If 
II i翠 野 雅 彦 If 
辞 職 56. 12. 31 荒 屋 克 子 文部事務 官 （問属図 書館）
退 職 56. 12. 16 星 名 ｛変 美｜事務補佐員（教育学部）
学 内 諸 報
海 外 渡 航 者
渡航の種類｜所 属｜官 職｜氏
·
r;-「渡 航 先 国
































｜ ｜香港， 中華人民共｜第9回国際比較内分泌シンポジI 56. 12. 6 
海外研修旅矧 ｜ ｜ ｜ 理学 部｜教 授｜小 黒 千足｜和悶
- 4 一
｜ウム出席 論文発表及び中国産｜ I I 
第218号
両生類・�虫類の実験動物への
採用の検討のため 56. 12. 16 
II 助 手 笹山 雄一 II  II  II  
固体表面電子状態に関する研究 56. 12. 19 
カナダ， アメリカ
工学 部 II 上羽 ヲム 及び吸着分 子の光学的性質に関
合衆国
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優 勝 金坂 績（理学部） 0 Bクラス 優 勝 中iJJ 忠夫（経理部）
次 勝 品川不二雄（工学部） 次 IJ券 イJ川 裕史（マ：生部）
コ 位 竹越 栄俊（ II 三 位 日南IIl善郎（ II 
優 勝 吉沢 誠（経理部）
次 勝 柳田 邦雄（教養部）



















究所である。 5万人近い学生を擁し， 巨大なキャンパスの広がるイースト ・ランシング（East Lansing） にあるミシ
ガン州立大学本校の喧II民は想像すべくもなし＼静寂さと緑とフレッシュな空気にとりかこまれた世界である。
ケロッグという名を聞いて， “どこかで聞いたことのある名 前だなあ…” とその名 をあるいは思いおこされる方
もあるかも知れないが， 今日では我々日本人の食卓にもあるいはのることの間々あるあのコーンブレイクを作った
ケロッグなのである。 コーンブレイクをアメリカ中で売リまくり，40オなかはして巨額の富を築いたW. K. Kellogg 
の別荘は， 11�の没後ミシカ。ン·J+J立大学に寄贈され， その名を付した今日 のケロッグ生物学研究所の土台をなしてい
る。 しかし， 別荘といっても森あり， ウ。レイリーの草原あり， 湖のあるその敷地跡は， わが富山大学キャンパスの
10倍以上の面積があるから， フィールド・ バイオロジー（生態学， 系統分類学， 進化学などをはじめとする野外生
物学）の研究所としては正に理想的な環境にあるといってもよいであろう。
研究所は現萩4部門からなるが， 陸水系生態学・淡水魚、行動生態学・植物個体群生態学・生態系生態学など， い
ず れも生態学（エコロジー）の分野のものばかりで， この他に野鳥の観察センターを別個にもっている。 淡水魚の
行動生態学で著名 なEarl Werner博士， その夫人で植物個体群生物学では過去の10年間にわたり世界で最も先駆的
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なE. 0. Wilson博士などいずれも 40オ前後の少壮研究者を配して常にそれぞれの分野で世界をリードする先端的研
究を行っているのが特色である。 大学院学生， 技術員を入れて各研究室 10名前後の陣容であるが， 少数精鋭の誠に
理想的な研究体制がしかれている。 しかし， 研究上の厳しきとはこれまた対照的に， 研究所内の雰囲気は実に家族
的て二月に 2 度は思い思いの家庭料理を持ちょったポット ・ラック（pot luck） と呼ばれる研究所スタッフ全員とそ
の家族． 大学院学生等をまじえた会食が， 天気の良い日などには一問屋外の芝生の上で三々五々にあちこちに集ま
って大変日ぎやかに催される。 はげ、しい研究上の競争と緊張をしばし忘れる憩いの一時である。
5 月初句といえば， ミシガン州はまだ雪が消えて間もない早春の季節であるが， 研究所敷地内にあるアメリカニ





行ってみる。 驚いたことには我々が富山県でも山間部に入ると春先きに 間々見かけるザゼンソウ (Symplocarpus 
Joetidus）のチョコレート色の仏炎包につつまれた花が一面に咲きそろっているのに出っくわす。 これらの植物群は
いずれも今より気候がより温眼であった遠く第3紀中新世の頃， 北半球北部のアラスカ ・ユーコン ・ シベリアなど
に広〈分布していたいわゆる古第3紀周北極要素に属するもので， 私達の｛主む日本の温帯ともまIi縁の深い植物群ば
かりである。 しかし， 広〈ミシカ。ン州中南部にかつて存在していたアメリカニレ ・ サトウカエデなどに代表される
典型的な温帯性落葉広葉樹林はその大半の部分が伐採きれてしまし＼広大なトウモロコシの農場と化している。 ヲ
うした我々の身近な所にある段重な 自 然の保護 は， 今やj羊の東西を問わず切 実な問題となっているのである。









教 諭 黒木 輝子 旧姓 森
経済学部
助 手 小嶋 保子 旧姓 立花
〈新任者〉
人文学部




助 手 市村 憲司
〈住所変更》
教育学部附属養護学校
教 諭 黒木 輝子
文部事務官 川；：� 誠
経済学部
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＠ 退庁の際は， 電気， ガス， ストーブの消し忘れをなくし， 火災の予防に心がけましょうグ





































































































































































12月 8日 教務委員会 附属図書館電算化委員会
9日 教授会
図書委員会
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